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改善効果を示し， Sway 方向の係留索のバネ常数と防舷材のバネ常数との比を小さくする改善策及び， Sway, Surge, 
Yaw の長周期船体運動の低減策は，係留索のパネ常数や初期張力を変化させることにより可能となることを示してい
る。
以上のように本論文は，従来の荷役稼働率の向上策としての防波堤建設とは異なった視点、，すなわち係留船舶の係留
システムの改善からその向上をはかったものであり，港湾工学分野に対して寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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